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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 105,047 △12.7 586 △92.9 2,805 △71.7 1,307 △83.2

2023年３月期第２四半期 120,263 10.3 8,297 △5.0 9,928 5.6 7,771 57.5

（注）包括利益2024年３月期第２四半期7,534百万円 （△44.1％）2023年３月期第２四半期 13,483百万円 （127.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 50.15 －

2023年３月期第２四半期 298.17 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 193,811 98,168 45.7

2023年３月期 185,797 92,318 45.0

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 88,653百万円 2023年３月期 83,523百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 50.00 － 60.00 110.00

2024年３月期 － 60.00

2024年３月期（予想） － 0.00 60.00

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

　2023年10月17日に公表しました「2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正及び通期連結業績予想の取り下
げに関するお知らせ」に記載のとおり、当社は株式併合及び一連の手続により、伊藤忠商事(株)の完全子会社となり、当
社株式は上場廃止となる予定であるため、2024年３月期通期連結業績予想につきましては、公表を控えさせていただきま
す。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 27,080,043株 2023年３月期 27,080,043株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 999,424株 2023年３月期 1,008,155株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 26,076,362株 2023年３月期２Ｑ 26,064,775株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　2023年10月17日に公表しました「2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正及び通期連結業績予想の

取り下げに関するお知らせ」に記載のとおり、当社は株式併合及び一連の手続により、伊藤忠商事(株)の完全子会

社となり、当社株式は上場廃止となる予定であるため、2024年３月期通期連結業績予想につきましては、公表を控

えさせていただきます。
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（連結業績） （単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 120,263 105,047 △15,215 △12.7％

営業利益 8,297 586 △7,711 △92.9％

経常利益 9,928 2,805 △7,123 △71.7％

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,771 1,307 △6,464 △83.2％

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、2023年５月に新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが変更さ

れるなど、経済社会活動の活性化に向けた取り組みが推進される一方で、ウクライナ情勢の長期化や資源価格の高

騰、世界的なインフレ、為替の変動などにより、先行き不透明な状況が続きました。

　国内建設市場におきましては、首都圏を中心とした各種再開発プロジェクトの加速などにより、工事需要は増加

傾向で推移したものの、新設住宅着工戸数は持ち家や分譲戸建を中心に前年を下回る状況が続き、全体でも前年比

でマイナスとなりました。また、原材料価格につきましては、木質原料などで軟化の動きが見られましたが、依然

として石化製品やエネルギーコストの上昇が続く厳しい経営環境となりました。

　海外市場におきましては、家具・建材用途の需要減少などの影響により、ＭＤＦの需給は軟化傾向が続き、米国

における木材製品の市況価格も力強さが見られない状況が続きました。

　このような経営環境の中、当社グループは、2022年度よりスタートした中期経営計画『ＧＰ２５ ３rd Stage』

（2022-2025年度）の基本方針に基づき、サステナビリティを経営の軸に据え、「成長戦略の実行」と「経営基盤

の強化」を推進しております。国内市場では、2023年４月にコンフォート事業統轄部を新設し、公共・商業建築分

野をメインターゲットに、心地よさや安心感、快適性といった空間価値向上を切り口に、製造・販売・工事が一体

となった新たなビジネスモデルの展開を進めています。また、石化製品やエネルギーコスト等のコストアップに対

しましては、生産性の向上や合理化によるコストダウン、経費削減などによりコストアップの吸収に努めるととも

に、2023年４月出荷分よりカタログ価格の改定を実施し、売価への転嫁を進めました。

　海外市場では、ＭＤＦの需給軟化傾向が続く中、グループ４工場において収益性向上に向けた事業構造改革を推

進しました。また、北米事業につきましては、カナダにて単板の製造販売を行う当社連結子会社「CIPA Lumber 

Co. Ltd.」（以下、ＣＩＰＡ社）において合理化・コストダウンを進めるとともに、安定供給に努めることで、事

業買収によりＬＶＬの生産規模を大きく拡大させた持分法適用関連会社「Pacific Woodtech Corporation」（以

下、ＰＷＴ社）との連携強化を図りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、次のとおりとなりました。

　売上高につきましては、カタログ価格の改定などによる販売価格の上昇や、オフィスビル等の内装工事が好調に

推移したものの、2022年８月１日以降のＰＷＴ社連結除外に伴う減収の影響が大きく、減収となりました。

　利益につきましては、ＰＷＴ社連結除外に伴う減益の影響に加え、ＭＤＦの需給軟化に伴う収益悪化などによ

り、減益となりました。
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（素材事業） （単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 58,571 37,731 △20,839 △35.6％

営業利益又は営業損失（△） 10,255 △99 △10,354 －％

（建材事業） （単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 43,377 48,068 4,690 10.8％

営業利益又は営業損失（△） △561 1,940 2,502 －％

（エンジニアリング事業） （単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 11,996 13,802 1,805 15.1％

営業利益 172 538 365 211.9％

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　素材事業につきましては、売上高は、2022年８月１日以降のＰＷＴ社連結除外に伴う減収に、ＭＤＦの需給軟化

に伴う売価ダウンの影響などが加わり、減収となりました。

　利益につきましては、上記の減収による影響により、損失となりました。

　建材事業につきましては、売上高は、ドアの納期遅延や一部床材の受注制限による販売減の影響があった前第２

四半期連結累計期間からの反動増や、カタログ価格の改定などによる販売価格の上昇により、増収となりました。

　利益につきましては、上記の増収による影響により、増益となりました。

　エンジニアリング事業につきましては、オフィスビル等の内装工事の需要が増加傾向で推移したこと、また首都

圏で手掛けるマンションリノベーションが好調に推移したことなどにより、増収・増益となりました。
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（連結財政状態） （単位：百万円）

前連結会計年度
当第２四半期
連結会計期間

増減額

資産 185,797 193,811 8,014

負債 93,478 95,643 2,164

有利子負債 29,700 29,406 △294

純資産 92,318 98,168 5,850

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりとなりました。

　資産につきましては、株価の上昇等による投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末比80億14百万円増の

1,938億11百万円となりました。

　負債につきましては、四半期末日の休日要因による電子記録債務の増加等により、前連結会計年度末比21億64百

万円増の956億43百万円となりました。なお、有利子負債は、前連結会計年度末比２億94百万円減の294億６百万円

となりました。

　純資産につきましては、円安の進行による為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末比58億50百万円

増の981億68百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年10月17日に公表しました「2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正及び通期連結業績予想の

取り下げに関するお知らせ」に記載のとおり、当社は株式併合及び一連の手続により、伊藤忠商事㈱の完全子会社

となり、当社株式は上場廃止となる予定であるため、2024年３月期の通期連結業績予想につきましては、公表を控

えさせていただきます。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,574 21,162

受取手形、売掛金及び契約資産 32,177 34,824

電子記録債権 13,941 14,915

商品及び製品 22,167 21,153

仕掛品 3,513 2,934

原材料及び貯蔵品 10,650 11,179

その他 5,372 4,103

貸倒引当金 △161 △157

流動資産合計 107,236 110,115

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,874 8,774

機械装置及び運搬具（純額） 14,508 14,726

土地 12,995 13,143

建設仮勘定 912 1,373

その他（純額） 2,475 2,609

有形固定資産合計 39,765 40,627

無形固定資産

のれん 10,145 10,254

ソフトウエア 1,360 1,646

その他 2,000 1,854

無形固定資産合計 13,506 13,755

投資その他の資産

投資有価証券 19,621 23,720

退職給付に係る資産 2,959 2,747

繰延税金資産 1,263 1,415

その他 1,479 1,467

貸倒引当金 △43 △43

投資その他の資産合計 25,280 29,308

固定資産合計 78,552 83,690

繰延資産 7 5

資産合計 185,797 193,811

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,738 15,766

電子記録債務 12,096 13,454

短期借入金 11,252 14,502

１年内償還予定の社債 － 5,000

１年内返済予定の長期借入金 5,817 4,773

未払金 21,313 21,842

未払法人税等 698 680

賞与引当金 2,383 2,349

製品保証引当金 258 249

その他 5,380 5,630

流動負債合計 74,939 84,248

固定負債

社債 5,000 －

長期借入金 7,500 5,028

繰延税金負債 861 1,062

製品保証引当金 609 601

退職給付に係る負債 3,426 3,514

訴訟損失引当金 447 468

負ののれん 10 9

その他 684 710

固定負債合計 18,539 11,395

負債合計 93,478 95,643

純資産の部

株主資本

資本金 15,300 15,300

資本剰余金 13,965 13,974

利益剰余金 46,089 45,833

自己株式 △1,345 △1,334

株主資本合計 74,009 73,773

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,902 4,115

繰延ヘッジ損益 △40 77

為替換算調整勘定 4,934 9,114

退職給付に係る調整累計額 1,717 1,573

その他の包括利益累計額合計 9,513 14,880

非支配株主持分 8,794 9,514

純資産合計 92,318 98,168

負債純資産合計 185,797 193,811
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 120,263 105,047

売上原価 86,424 80,983

売上総利益 33,839 24,064

販売費及び一般管理費 25,541 23,478

営業利益 8,297 586

営業外収益

受取利息 116 206

受取配当金 219 181

負ののれん償却額 1 1

持分法による投資利益 736 1,067

為替差益 210 356

その他 470 481

営業外収益合計 1,754 2,293

営業外費用

支払利息 85 50

売上債権売却損 4 5

その他 32 18

営業外費用合計 123 74

経常利益 9,928 2,805

特別利益

固定資産売却益 122 1

投資有価証券売却益 368 －

持分変動利益 4,104 －

国庫補助金 12 8

特別利益合計 4,608 10

特別損失

固定資産除却損 98 62

事業撤退損 － 1,060

災害による損失 55 －

その他 65 40

特別損失合計 219 1,162

税金等調整前四半期純利益 14,317 1,652

法人税、住民税及び事業税 2,913 878

法人税等調整額 △95 △580

法人税等合計 2,817 297

四半期純利益 11,499 1,355

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,728 47

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,771 1,307

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 11,499 1,355

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △558 1,212

繰延ヘッジ損益 △571 151

為替換算調整勘定 2,449 3,670

退職給付に係る調整額 △84 △148

持分法適用会社に対する持分相当額 748 1,292

その他の包括利益合計 1,983 6,178

四半期包括利益 13,483 7,534

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,520 6,674

非支配株主に係る四半期包括利益 4,963 859

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 14,317 1,652

減価償却費 2,725 2,425

固定資産除却損 98 62

固定資産売却損益（△は益） △122 △1

投資有価証券売却損益（△は益） △368 －

投資有価証券評価損益（△は益） 18 10

持分変動損益（△は益） △4,104 －

のれん償却額 929 911

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 △8

賞与引当金の増減額（△は減少） △224 △50

製品保証引当金の増減額（△は減少） 201 △16

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 148 290

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 7 21

受取利息及び受取配当金 △335 △387

支払利息 85 50

為替差損益（△は益） △104 △117

持分法による投資損益（△は益） △736 △1,067

売上債権の増減額（△は増加） △8,233 △3,304

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,405 1,793

仕入債務の増減額（△は減少） 2,526 1,806

未払費用の増減額（△は減少） 50 △9

その他 △473 1,871

小計 2,033 5,932

利息及び配当金の受取額 335 387

利息の支払額 △85 △50

法人税等の支払額 △3,098 △283

営業活動によるキャッシュ・フロー △815 5,986

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 155 △636

有形固定資産の取得による支出 △1,584 △2,579

有形固定資産の売却による収入 608 2

投資有価証券の取得による支出 △12 △2

投資有価証券の売却による収入 538 －

その他 △1,130 △748

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,425 △3,964

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 14,654 3,227

社債の償還による支出 △5,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,457 △3,515

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △57 △37

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △1,433 △1,564

非支配株主への配当金の支払額 △5,031 △140

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,674 △2,030

現金及び現金同等物に係る換算差額 575 508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10 499

現金及び現金同等物の期首残高 17,407 15,936

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △2,779 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,638 16,436

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 9 -

大建工業㈱（7905）　2024年３月期　第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

素材事業 建材事業
エンジニ
アリング

事業
計

売上高

一時点で移転される
財

58,571 43,377 4,414 106,363 6,222 112,586 － 112,586

一定の期間にわたり
移転される財

－ － 7,569 7,569 － 7,569 － 7,569

顧客との契約から生
じる収益

58,571 43,377 11,984 113,933 6,222 120,156 － 120,156

その他の収益 － － 12 12 95 107 － 107

外部顧客への売上高 58,571 43,377 11,996 113,945 6,318 120,263 － 120,263

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,843 400 362 3,607 － 3,607 △3,607 －

計 61,415 43,778 12,359 117,552 6,318 123,871 △3,607 120,263

セグメント利益又は損
失（△）

10,255 △561 172 9,865 490 10,356 △2,058 8,297

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合板等の商品の仕入販売等を含

んでおります。

　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　Pacific Woodtech Corporationは、第三者割当増資に伴い当社の議決権所有割合が減少したため、当第２四半期

連結会計期間より連結の範囲から除外し、持分法適用の範囲に含めております。

　これにより、前連結会計年度の末日と比べ、当第２四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「素

材事業」において9,676百万円減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

素材事業 建材事業
エンジニ
アリング

事業
計

売上高

一時点で移転される
財

37,731 48,068 5,214 91,014 5,389 96,403 － 96,403

一定の期間にわたり
移転される財

－ － 8,577 8,577 － 8,577 － 8,577

顧客との契約から生
じる収益

37,731 48,068 13,791 99,591 5,389 104,980 － 104,980

その他の収益 － － 11 11 56 67 － 67

外部顧客への売上高 37,731 48,068 13,802 99,602 5,445 105,047 － 105,047

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,940 438 284 3,663 － 3,663 △3,663 －

計 40,672 48,507 14,086 103,266 5,445 108,711 △3,663 105,047

セグメント利益又は損
失（△）

△99 1,940 538 2,379 363 2,742 △2,156 586

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合板等の商品の仕入販売等を含

んでおります。

　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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前第２四半期連結累計期間
（自  2022年４月１日

　　至  2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

　　至  2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益 1,554,335,600円00銭 261,528,600円00銭

（重要な後発事象）

（株式併合）

　当社は、2023年10月17日開催の取締役会において、2023年12月１日を開催日として臨時株主総会を招集し株式

併合に関する議案を付議することを決議いたしました。

１．株式併合の目的

当社の株主を伊藤忠商事㈱及び伊藤忠商事㈱が100％を出資するBPインベストメント合同会社のみとするた

めであります。

２．株式併合の割合

当社普通株式4,737,650株を１株に併合いたします。

３．株式併合の時期

株式併合の効力発生日　2023年12月25日（予定）

４．１株当たり情報に及ぼす影響

株式併合が前連結会計年度の期首に実施されたと仮定した場合の前第２四半期連結累計期間及び当第２四半

期連結累計期間における１株当たり情報は以下のとおりです。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（自己株式の消却）

　当社は、2023年10月17日開催の取締役会において、会社法（平成17年法律第86号。その後の改正を含みま

す。）第178条の規定に基づき、下記のとおり、自己株式を消却することを決議いたしました。

１．消却する株式の種類

当社普通株式

２．消却する株式の数

999,424株

３．消却予定日

2023年12月22日
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